


利根川の高瀬船
トピックス展

第 1章 利根川の水運
治水のための付替により、

水運に適した河川になった利根川。

高瀬船の航路や船上の生活、

大量輸送が可能にした産業などを紹介

第 3章 高瀬船の船大工
板同士を継ぐ船釘や、

板の継ぎ目からの水漏れを防ぐマキハダ詰めの道具など、

船の製作に使われる道具とその技術を紹介

第 4章 高瀬船をめぐる願い
安全運航を願う船頭の信仰を集めた 「あんば様」、

船大工の信仰を通じた同業者の結束を紹介

第 2章 高瀬船の姿
模型や船体部材 （舵や帆、 滑車など） から

国内最大級の川船とされる高瀬船の構造を解説

かつて利根川は北関東一円と江戸、銚子を結ぶ水上交通の大動脈として重要な役割を果たしてきました。

陸上交通にその役目を譲る昭和初期までは、高瀬船やサッパ船などの大小さまざまな川船が行き交い、問屋や蔵が立ち並ぶ

河岸には多くの物資や人が集まっていました。県立中央博物館大利根分館や関宿城博物館で所蔵する利根川の川船関係資料 656 点が

「利根川中下流域の川船及び関連用具」として令和７年３月、国の登録有形民俗文化財に登録されました。

今回の展示では船体部材や船上用具などから、国内最大級の川船であった「利根川の高瀬船」を紹介します。

（左）葛飾北斎　富嶽三十六景　常州牛堀（大利根分館蔵）
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